
森 林（ も り ）を 創 り 活 か す

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー　

中
国
四
国
整
備
局　

松
山
水
源
林
整
備
事
務
所

化
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

考
　
察

真
砂
土
地
帯
で
の
切
取
法
面
の
崩
落
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
法
高
を
低
く
抑
え
る
だ
け
で
な
く
、
山
側
丸
太
組

工
の
施
工
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
盛
土
安
定
の
た
め
に
は
、
盛
土
法
面
の
早
期

緑
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
張
芝
工
等
が

有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
山
側
丸
太
組
工
、
む
し
ろ
張
芝
工
、
及
び
浸

食
防
止
張
芝
工
と
も
に
吸
出
防
止
材
の
併
用
は
真
砂
土

の
流
出
防
止
に
有
効
で
あ
り
、
路
体
全
体
の
安
定
、
維

持
管
理
経
費
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
（
図
４
）。

（
注
１
）　

真
砂
土　

花か

崗こ
う
が
ん岩
が
風
化
し
て
で
き
た
砂
の
こ
と
で

す
。
水
に
弱
く
、
浸
食
・
崩
壊
し
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

は
じ
め
に

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
で
は
、
低
コ
ス
ト
林
業
の
実
践

に
向
け
て
、
丸
太
組
工
（
図
１
）
に
よ
る
作
業
道
の
開

設
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
丸
太
組
工
は
、
道
を
谷
側
に

張
り
出
し
、
路
肩
や
盛も
り

土ど

法の
り
じ
り尻
に
丸
太
組
を
設
置
し
て

こ
れ
を
補
強
す
る
こ
と
に
よ
り
切き
り
と
り
の
り
め
ん

取
法
面
を
低
く
抑
え

る
工
法
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
形
の
改
変
量
を
少
な

く
し
て
、作
業
道
自
体
が
崩
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

作
業
道
開
設
の
た
め
の
潰つ
ぶ

れ
地
を
小
さ
く
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
・
四
国
地
方
で
は

（
注
１
）

真ま

さ

ど

砂
土
地
帯
が
広
く
分
布
し
て
お
り
、
こ
う
し
た

地
域
で
は
切
取
法
面
の
崩
落
や
盛
土
法
面
の
浸
食
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
回
、
真
砂
土
地
帯
で
の
作
業
道

開
設
に
当
た
り
、
崩
落
、
浸
食
等
を
防
ぐ
た
め
、
水
源

林
造
成
事
業
地
に
お
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
工
種
を
施
工

し
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
検
証
し
ま
し
た
。

取
組
の
経
過

検
証
作
業
は
、
愛
媛
県
松
山
市
北
部
に
位
置
す
る
高た

か

縄な
わ
さ
ん山
周
辺
の
真
砂
土
地
帯
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。

切
取
法
面
の
崩
落
防
止
に
対
し
て
は
、
間
伐
材
を
利

用
し
た
『
山
側
丸
太
組
工
』（
図
２
）
を
施
工
し
、
ま
た
、

盛
土
法
面
の
浸
食
防
止
に
対
し
て
は
、『
む
し
ろ
張は
り

芝し
ば

工こ
う

』、
及
び
『
浸
食
防
止
張
芝
工
』（
図
３
）
を
実
施
し
、

さ
ら
に
丸
太
組
の
隙
間
か
ら
流
出
す
る
土
砂
の
防
止
に

対
し
て
は
、
天
然
繊
維
（
ヤ
シ
）
製
の
『
吸す
い
だ
し出
防
止
材
』

（
写
真
１
）
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
効
果
を
検
証
し

ま
し
た
（
図
４
）。

実
行
結
果

切
取
法
面
で
は
、
切
取
の
み
を
実
施
し
た
無
処
理
箇

所
で
崩
落
が
発
生
し
、
法の
り

高だ
か

が
更
に
高
く
な
っ
て
い
る

箇
所
が
見
ら
れ
ま
し
た
（
写
真
２
）。
ま
た
、
山
側
丸

太
組
工
を
施
工
し
た
箇
所
（
写
真
３
）
で
は
、
崩
落
は

抑
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
吸
出
防
止
材
を
施
工
し
な
い
箇

所
で
は
丸
太
組
工
の
隙
間
か
ら
土
砂
の
流
出
が
発
生
し

て
い
ま
し
た
。

盛
土
法
面
で
は
、
盛
土
の
み
の
無
処
理
箇
所
（
写
真

４
）
で
盛
土
法
面
が
大
き
く
浸
食
さ
れ
土
砂
の
流
出
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
む
し
ろ
張
芝
工
、
浸
食
防
止

張
芝
工
を
施
工
し
た
箇
所
（
写
真
５
）
で
は
、
吸
出
防

止
材
を
併
用
す
る
と
、
土
砂
の
流
出
や
浸
食
が
軽
減
さ

れ
、
在
来
種
子
の
発
芽
も
促
進
さ
れ
る
な
ど
、
早
期
緑

真
砂
土
地
帯
に
お
け
る

�

丸
太
組
工
を
用
い
た
法
面
保
護
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図２

図３ 図１

図４

写真１　吸出防止材 写真３　山側丸太組工施工箇所（吸出防止材を併用）

写真５　むしろ張芝工及び浸食防止張芝工施工個所

写真２　切取のみ実施した箇所

⬇

⬇
写真４　無処理個所

真砂土での問題点と対策

問題点 対　策

切取法面の崩落 山側丸太組工

盛土法面の浸食 むしろ張芝工　浸食防止張芝工

丸太組工の間から土砂が流出 吸出防止材

山側丸太組工（標準横断図）

切取法面の崩壊に対する取組

盛土の流出に対する取組

要約
　真砂土地帯における作業道の開設に当たっては、
切取法面の崩落や盛土法面の浸食を防ぐ工法とする
必要があります。このため、切取法面に山側丸太組
工を設置し、盛土法面では丸太組工と合わせてむし
ろ張芝工等を施工するとともに、丸太組の間から土
砂流出を防ぐために吸出防止材を併用することで、
路体全体の安定や将来の維持管理費の軽減を図るこ
とができることが明らかになりました。

一般的な丸太組工（標準横断図）

のり尻工

盛土部

路肩工

切土部

盛土法尻
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